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言語 B 継続学習促進の取り組み

　大学に入ってから学ぶ言語 B −ドイツ語・フランス語・スペイン語・中国語・朝鮮語−では、言葉を通して世界各
地の文化・社会への興味・関心を深め、1 年次必修科目の学習を終えた後に、継続して学習したいという気持ちを育
むため、2016 年度から継続して「世界を知ろう！」企画を展開しています。
　言葉は思いや考えを形にしたもの。話者の思いや状況により、同じ言葉でも響きは異なります。実際に使われる生
きた言葉に触れ、意味だけではなく、それが纏う心をも受け取れるようになれたら…言語 B の各言語教育研究室では、
各々の言語及びその言語の文化圏の特性を生かした企画を工夫しています。

〈過去の実施企画一覧〉
言語 企画内容 上映作品あるいはテーマ

ドイツ語 映画上映・解説 2016『善き人のためのソナタ』（原題：Das Leben der Anderen）
フロリアン・ヘンケル・フォン・ドナースマルク監督

2017『辛口ソースのハンス一丁』（原題：Einmal Hans mit scharfer Soße）
ブケット・アラクシュ監督

フランス語 映画上映・解説 2016『屋根裏部屋のマリアたち』（原題：Les femmes du 6ème étage）
フィリップ・ル　ゲイ監督

2017『パリ 20 区、僕たちのクラス』（原題：Entre les murs）
ロラン・カンテ監督

2018『ル・アーブルの靴みがき』（原題：Le Havre）
アキ・カウリスマキ監督

スペイン語 映画上映・解説 2017『オリーブの樹は呼んでいる』（原題：El olivo）
イシアル・ボジャイン監督

2018『料理人　ガストン・アクリオ』（原題：Buscando a Gastón）
パトリシア・ペレス監督

中国語 映画上映・解説（2016・2017）
ドキュメンタリー番組放映・
制作ディレクター講演（2018）

2016『罪の手ざわり』（原題『天注定』）賈樟柯監督・脚本
2017『唐山大地震』馮小剛監督・脚本
2018 NONFIX『万家灯火−ボクが見た中国・結婚事情』関強ディレクター

朝鮮語 韓国留学生との交流会 2016 テーマ「教科書から何を学びましたか」「韓国の人の思いを知ろう」
2017 テーマ「どんなマンガが好きですか」
　　　　　　「韓国の学生はどうして英語ができるのですか」
2018 テーマ「格差・貧困問題を考える」
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～「学ぶ」から「使う」「理解する」へ～
全学共通カリキュラム運営センター言語系科目構想・運営チームリーダー

異文化コミュニケーション学部教授
細井 尚子

「やさしい日本語」とは
　皆さんは「やさしい日本語」という言葉を聞いたことがありますか。「やさしい日本語って子どもに向かって話

すような日本語ですよね？」と言われることもありますが、現代社会に広まりつつある「やさしい日本語」は、語

彙、文の長さ、文構造、話すスピード等を調整することによって産出される平易な日本語のことを指します。日

本語力が不十分な人とコミュニケーションをとったり、その人たちに必要な情報を提供したりすることができます。

　実は、この「やさしい日本語」は、1 9 9 5年に発生した阪神・淡路大震災の反省を背景に生まれました。ご存

じの方も多いと思いますが、阪神・淡路大震災では、日本人住民と比較して、外国人住民の死亡率は約 2 倍、負

傷率は約2 . 4倍だったと言われています。災害発生の直後は、命を守る重要な情報が多いという状況、またその

重要な情報が時々刻々と変化するという状況が生まれます。そのような中で、即時的に多言語で発信することが

現場の人にどれほどの負担がかかるかということや、すべての言語に対応するのは難しいといったことへの認識

が深まりました。また、災害時にどのような情報発信が有用だったかという調査がなされ、「やさしい日本語」に

よる発信の可能性が確認されました。「やさしい日本語」は、このような中で開発が始まりました。

　その後、「やさしい日本語」は、災害時だけでなく、平時でも有用だということが注目され、報道や観光、地

方自治体などで導入されるようになります。日本語力が不十分な人への情報発信だけでなく、高齢者やろう者と

のコミュニケーションなど活用の幅が広がっていきます。「ユニバーサル・デザイン」という考え方にあてはめる

と、「やさしい日本語」は、日本語のユニバーサル・デザインへの取り組みだとも言えるでしょう。

　この「やさしい日本語」を鍵として、日本語教育センターは、2 0 2 2年度より全学共通科目総合系科目の「学

びの精神」と「多彩な学び」の 2 つのカテゴリに新しい科目を提供します。これらの科目の新設は本学の国際化

の取り組みの一つでもあります。国際化というと、外国語を想起させる事例が多いと思いますが、本学の総合系

科目は国際化を推進する科目として、日本語、それも「やさしい日本語」を追加するのです。

日本語教育センターが全学共通カリキュラム運営センターへ提供している科目
言語系科目 総合系科目

必
修

・�大学生の日本語Ａ
・�大学生の日本語Ｃ

・�大学生の日本語Ｂ
・�大学生の日本語Ｄ

学
び
の
精
神

・�多文化共生社会と大学� �
−やさしい日本語でともに学び、ともに生きる−（新設）

自
由
科
目

・�論文作成の技法
・�社会の中の日本語
・�キャリアの日本語Ａ
・�ビジネスのための口頭運用力Ａ
・�ビジネスメールと文書

・�論文読解の技法
・�日本の社会と文化
・�キャリアの日本語Ｂ
・�ビジネスのための口頭運用力Ｂ

多
彩
な
学
び

・�多文化共生社会と日本� �
−やさしい日本語でともに学び、ともに生きる−（新設）
・�国際的協働のための国内インターンシップ

「やさしい日本語」で学ぶ「学びの精神」と
「やさしい日本語」を学ぶ「多彩な学び」

丸山 千歌（日本語教育センター長／異文化コミュニケーション学部教授）
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　スペイン語
スペイン語教育研究室主任　飯島 みどり

　幸か不幸か広大なスペイン語圏。日本語社会が陥りがちな「言語＝民族＝国家」観から自由になり、世界の複雑さ
を学ぶのにうってつけの存在である。ただ近年、地理・歴史・音楽・美術などの分野を通じて高校時代までにこの世
界と親しむ機会は減っているのではないか。サッカー好きの関心も内向きのきらいが見える。
　そこで 2018 年度、スペイン語教育研究室はペルー出身の料

シェフ

理人ガストン・アクリオに光を当てる記録映画を両キャ
ンパスで上映した。食という人間誰しも避けて通れない営みからスペイン語圏と世界の豊かさ
に触れてほしいと考えたわけである。何年か前のことだが、キムチをよく食べるはずの学生が
唐辛子を知らないというので驚いた筆者の経験も背景にある。自分の口に入るものを知ること
は自分の身を守ることでもあるだろう。
　残念ながら、純然たる「スペイン映画」を上映した前年より参加学生数はやや絞られたが、
池袋では上映後ペルー人留学生に補足をしてもらい活発な質疑のひとときを持てた。また新座
では、食文化の講義で紹介された、とスペイン語を履修しない学生も来てくれた。もちろん大
歓迎。ベンガクやタンイを離れ、生活の場から「ことば」への接近を図れる機会を目指したい。

　中国語
中国語教育研究室主任　細井 尚子

　大学入学後に発音から学ぶ初習言語は、どうしてもテキストを中心に学習が進む。すでに学生が日々の生活の中で
中国語母語話者と出会う機会は少なくはないのだが、それでも自分たちが学んでいる中国語を使う人々の暮らしや考
え方などを知識としてのみならず、感覚でも受け取れる機会は多くはない。中国語教育研究室では継続学習促進企画
である「世界を知ろう！」を、言葉の向こうにいる人々・ある世界を知る機会として活用したいと考えた。
　初年度の『罪の手ざわり』（原題『天注定』賈樟柯監督・脚本 /2013 年）は、優れた作品な
のだが「恐い国ですね」という感想があり、中国について理解が浅い学生にとってはやや不親
切な選択であったと反省、二年目はヒューマンなものをと『唐山大地震』（馮小剛監督・脚本
/2010年）を上映した。初年度よりは受け入れやすかったようだが、古い・重いという声もあり、
3年目には現在の中国を描いたドキュメンタリー作品「万家灯火−ボクが見た中国・結婚事情」
の上映とディレクターの関強氏、本学兼任講師の秋山珠子氏のトークを行った。アンケートか
ら見ると、3年目にしてようやく「ねらい」に合った形を作れたようである。

　朝鮮語
朝鮮語教育研究室主任　石坂 浩一

　朝鮮語では２０１６年度から「韓国留学生と語ろう」、通称「留学生と語る会」を１年に１，２回、「世界を知ろう！」
の企画として行なっている。韓国の留学生と出会う場はいくつかあろうが、何かテーマをもって話す場は意外にない
ように思われる。そこで、日本人学生の卒論テーマに合わせ、「韓国の学生はどうして英語ができるのですか？」「ど
んなマンガが好きですか？」などをテーマにして話し合った。いちばん最近の 2018 年 11 月
27 日には第５回として「格差・貧困問題を考える」をテーマに、今回は新座の大学院に在籍
する韓国人留学生が発題をした。硬いテーマにもかかわらず、活発な議論ができた。毎回参
加者は 20人前後と多くはないが、朝鮮語を学習する学生も未履修の学生もいて、留学生と話
す機会があまりないという学生たちが集まることで意味のある場になっているのではないか
と思う。なお、新座キャンパスでは朝鮮語教育研究室のバックアップで週に１回、韓国人留
学生とランチタイムに対話をする会も日常的に行なっている。より日常的で開かれた場を通
じて、日韓が一層近くなり、言葉を身に付ける学生が増えるように努力していきたい。

2018 年度企画ポスター

2018 年度企画ポスター

2018 年度企画ポスター

主催：立教大学全学共通カリキュラム運営センター／中国語教育研究室

言語 継続学習促進企画「世界を知ろう！」（中国語）

「万家灯火－ボクが見た中国・結婚事情」
上映と監督関強氏の講演

フジテレビのドキュメンタリー番組
「ボクが見た中国」シリーズのディレクター

関強氏

対談者・本学兼任講師 秋山珠子氏

ボクは日本でたくさん友達ができた。
でも本当は、皆中国のこと、好きではないでしょう？

そしてあまり知らないでしょう？
そんな日本の友達にボクの見た中国を見てもらいたくなりました。
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a Gastón 
Buscando 

この映画は、ただの料理人の	

お話ではありません。	食の力

で変革を遂げる、	ひとつの国

の物語なのです。（上映79分）	
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ガストン・アクリオ 料理人 

新座 2018 年 10 月 11 日（木）16:40	N232 教室	

池袋 2018 年 10 月 12 日（金）18:30	1202 教室	

無料 無料

入場 

全学共通科⽬/全学共通 

世界を知ろう! 
スペイン語映画上映会 

¡Un viaje por Perú a 
través de su gastronomía! 

カリキュラム⾔語B連続企画 

主催：全学共通カリキュラム運営センター/スペイン語教育研究室 
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各言語の取り組み紹介

　ドイツ語
ドイツ語教育研究室主任　新野 守広

　多くの移民・難民を迎えた 21世紀のヨーロッパは日々刻々変化しています。EUを担ってきたドイツも、今、変貌
の時を迎えています。こうしたドイツの生の姿を学生に伝えるために、2016 年度と 2017 年度にそれぞれ以下の映
画の上映会を行いました。
・2016 年度『善き人のためのソナタ』
1989 年にベルリンの壁が崩壊し、東西に分断されていたドイツは再び一つになりましたが、分断の傷跡は今でも多
くの人々の心に残っています。冷戦時代の東ドイツでの諜報活動の実態を描いた 2006 年の本映画は、ドイツのみ
ならず、世界中の人々の心を打ち、第 79回アカデミー賞外国語映画賞を受賞しました。
・2017 年度『辛口ソースのハンス一丁』
世代交代の進むトルコ系移民の若い世代が、恋愛・家族・キャリアなどの人生のステップご
とに直面するドイツ社会での生きづらさや複雑さをコメディ・タッチで描いた 2013 年の本
映画は、複数の文化を生きる人々の豊かさを訴えました。
　ドイツ語圏の国々の等身大の姿を伝えられるように、今後も素敵な作品を紹介していこう
と考えています。

　フランス語
フランス語教育研究室主任　石川 文也

　フランスは、映画誕生にかかわった重要な国のひとつです。いまから約 120 年前に、現在の映画の撮影機・映写機
の原型となる「シネマトグラフ」を開発し、世界初ともいわれる映画館での上映をおこなったのはフランス人のリュ
ミエール兄弟です。その後、映画は芸術として確固たる地位を築き上げ、「第七芸術」と呼ばれるようになりました。
映画は、現在でも、フランス文化を代表する重要な芸術のひとつです。フランス語教育研究室では、そのようにフラ
ンス文化の代名詞といえる映画の中から、これまでに、日本でも人気の高かった以下の映画を選び、上映会を企画・
実施してきました。
・2016 年度：「屋根裏部屋のマリアたち」（監督：フィリップ・ル　ゲイ 2010 年、セザール賞助演女優賞受賞）
・2017 年度：「パリ 20区、僕たちのクラス」（監督：ロラン・カンテ、2008 年、第 61回カンヌ国際映画祭パルム・
ドール受賞）
・2018 年度：「ル・アーブルの靴磨き」（監督：カウリス・マキ、2012 年、第 64回カンヌ国際映画祭コンペティショ
ン部門プレミア上映）
　これらは、フランス社会の光と影を浮き彫りにした作品、あるいは人間関係をフランス独特
のシニカルなタッチで、ユーモアを交えて映し出した作品です。上映会参加者のみなさんから
もこれらの映画の上映を高く評価してもらっています。そのような映画の上映が、フランス語
圏の社会をよりよく知り、またフランス語履修者の継続学習の切っ掛けとなるものと考えてお
り、今後も同様に、素晴らしい作品を紹介していく予定です。

2017 年度企画ポスター

2018 年度企画ポスター

全学共通科目／全学共通カリキュラム言語Ｂ連続企画 

世界を知ろう！～フランス映画上映会～ 

 

『ル・アーブルの靴みがき』 
12 月 5日（水） 17：00～19：30 

※池袋・新座同時上映！※ 学生・教職員対象 

池袋：5号館 3階 5301 教室／新座：2号館 2階 N222 教室 

原題：Le Havre／アキ・カウリスマキ監督 

第 64 回カンヌ国際映画祭のコンペティション部門

でプレミア上映され、FIPRESCI（国際映画批評家連

盟）賞を獲得した作品。母親のいるロンドンに行こ

うしてフランスの港町ル・アーブルにたどり着いた

ガボン出身の密入国の少年と、その少年と出会い、

その少年を警察から守ろうとする、普段はベトナム

移民と一緒に靴磨きをして生計を立てているフラ

ンス人の初老の男性との人間関係を描いた物語。 

©Sputnik Oy

photographer: Marja-Leena Hukkanen 
           主催：立教大学全学共通カリキュラム運営センター／フランス語教育研究室 

11月16日（木）17：00 新座8号館N854教室

11月21日（火）17：00 池袋11号館AB01教室

渋谷哲也氏（ドイツ映画研究・本作字幕）ムービートーク（21日のみ）
観覧無料 主催 全学共通カリキュラム運営センター／ドイツ語教育研究室

原作　ハティジェ・アキュン “Einmal Hans mit scharfer Soße”（2005）／監督　ブケット・アラクシュ／脚本　ルート・トーマ／音楽　アリー・N・アスキン／
カメラ　ユタ・ポールマン／出演　イディル・ユーナー，アドナン・マラル，シール・エロール，セセデ・テルツィアンほか
2013 年ドイツ／ドイツ語（一部トルコ語）音声・日本語字幕／96分　© 2013 Wüste Medien/NDR

ハンス
辛口

一丁
ハンス
辛口ソースの

一丁

ト
ル
コ
系
婚
活
女
子
、
希
望
の
タ
イ
プ
は

情
熱
的
な
ド
イ
ツ
男
子―

ホ
ッ
ト

ハ

ン

ス

多文化共生社会と大学－やさしい日本語でともに学び、ともに生きる－

　「学びの精神」のカテゴリで開講する科目は、「多文化共生社会と大学－やさしい日本語でともに学び、ともに

生きる－」という科目です。

　本学は2 0 2 4年度までに外国人留学生を2 , 0 0 0名（うち1 , 0 0 0名が正規留学生）に拡大する目標を掲げて、

従来よりも多様な国・地域から外国人留学生の受け入れを目指しています。その取り組みの一つとして、2 0 2 2

年度にNEXUSプログラムを開始します。入学する留学生は、入学時点では日本語能力試験N 3 程度で、入学後

に日本語能力を向上させながら、全学共通科目や学部の専門科目を履修していきます。日本語能力試験N 3 程度

というのは、日常的な場面での日本語コミュニケーションを行えるレベルですが、専門的な内容や抽象的な話題、

論理展開が複雑なものを日本語で受発信するにはさらなる学習が必要なレベルです。そこで、この科目では大学

に着地するための学修を「やさしい日本語」で進めます。日本語のユニバーサル・デザインともいえる「やさし

い日本語」をツールとして、本学での学びを開始するにあたって、大学で学ぶことの意義、とりわけ、日本の大学、

そして立教大学で学ぶことの意義を理解し、大学で学ぶための姿勢を身に付けます。大学での学びの姿勢には、

当然、日本語が母語の学生、日本語が上級レベルの学生とも共に学び成長することが期待されますので、そのた

めの姿勢、行動が伴うよう、実践を取り入れた学修を、入学第 1 学期に進めます。

多文化共生社会と日本－やさしい日本語でともに学び、ともに生きる－

　「多彩な学び」のカテゴリで開講する科目は、「多文化共生社会と日本－やさしい日本語でともに学び、ともに

生きる－」という科目です。前述のとおり、「やさしい日本語」というツールを使いこなせる人が力を発揮する場

は、観光、公共放送、地方自治体、医療現場など、場所や領域が広がっていますので、「やさしい日本語」を知る、

理解するだけでなく、ある程度使える人材として社会に出ることによって、多文化共生社会の実現に貢献すると

いう社会的な意義も生まれます。

　ですので、この科目を履修する学生は、「やさしい日本語」について理解を深めるだけでなく、「やさしい日本語」

が使えるようになるためのスキルも学びます。そして、日本国内の日本語母語話者（言語的マジョリティ）、日本

国内で生活する日本語上級者（生活に不自由を感じていない者）として、①日本における多文化共生の在り方や

国内の大学の役割について考察し、多文化共生社会とはどのような社会かをやさしい日本語で説明できるように

なる、②ヨーロッパやアメリカ、アジアの国々と日本の多文化社会への取り組みを比較し、それぞれの特徴を知

ることによって、日本に暮らす多様な人々が真の意味で共生していくことを可能にするためには、日本に暮らす

言語的マジョリティがどのような態度を持ち、どのように行動していくべきかを、やさしい日本語で表現できる

ようになる、さらに、③そのような日本の多文化共生社会の実現のために、日本の大学は何をすべきかについて

考え、やさしい日本語で提案できるようになることが期待されます。この科目を通して、「やさしい日本語」の運

用能力を高め、具体的で基本的なやさしい日本語表現だけでなく、抽象的な事柄もやさしい日本語で伝えること

を目指します。実践を伴う学修は、やさしい日本語の有用性だけでなく、日々使用している日本語表現の豊かさ

やその意味について改めて考えることにもつながり、自身の言語観を広げる機会にもなると思います。
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　スペイン語
スペイン語教育研究室主任　飯島 みどり

　幸か不幸か広大なスペイン語圏。日本語社会が陥りがちな「言語＝民族＝国家」観から自由になり、世界の複雑さ
を学ぶのにうってつけの存在である。ただ近年、地理・歴史・音楽・美術などの分野を通じて高校時代までにこの世
界と親しむ機会は減っているのではないか。サッカー好きの関心も内向きのきらいが見える。
　そこで 2018 年度、スペイン語教育研究室はペルー出身の料

シェフ

理人ガストン・アクリオに光を当てる記録映画を両キャ
ンパスで上映した。食という人間誰しも避けて通れない営みからスペイン語圏と世界の豊かさ
に触れてほしいと考えたわけである。何年か前のことだが、キムチをよく食べるはずの学生が
唐辛子を知らないというので驚いた筆者の経験も背景にある。自分の口に入るものを知ること
は自分の身を守ることでもあるだろう。
　残念ながら、純然たる「スペイン映画」を上映した前年より参加学生数はやや絞られたが、
池袋では上映後ペルー人留学生に補足をしてもらい活発な質疑のひとときを持てた。また新座
では、食文化の講義で紹介された、とスペイン語を履修しない学生も来てくれた。もちろん大
歓迎。ベンガクやタンイを離れ、生活の場から「ことば」への接近を図れる機会を目指したい。

　中国語
中国語教育研究室主任　細井 尚子

　大学入学後に発音から学ぶ初習言語は、どうしてもテキストを中心に学習が進む。すでに学生が日々の生活の中で
中国語母語話者と出会う機会は少なくはないのだが、それでも自分たちが学んでいる中国語を使う人々の暮らしや考
え方などを知識としてのみならず、感覚でも受け取れる機会は多くはない。中国語教育研究室では継続学習促進企画
である「世界を知ろう！」を、言葉の向こうにいる人々・ある世界を知る機会として活用したいと考えた。
　初年度の『罪の手ざわり』（原題『天注定』賈樟柯監督・脚本 /2013 年）は、優れた作品な
のだが「恐い国ですね」という感想があり、中国について理解が浅い学生にとってはやや不親
切な選択であったと反省、二年目はヒューマンなものをと『唐山大地震』（馮小剛監督・脚本
/2010年）を上映した。初年度よりは受け入れやすかったようだが、古い・重いという声もあり、
3年目には現在の中国を描いたドキュメンタリー作品「万家灯火−ボクが見た中国・結婚事情」
の上映とディレクターの関強氏、本学兼任講師の秋山珠子氏のトークを行った。アンケートか
ら見ると、3年目にしてようやく「ねらい」に合った形を作れたようである。

　朝鮮語
朝鮮語教育研究室主任　石坂 浩一

　朝鮮語では２０１６年度から「韓国留学生と語ろう」、通称「留学生と語る会」を１年に１，２回、「世界を知ろう！」
の企画として行なっている。韓国の留学生と出会う場はいくつかあろうが、何かテーマをもって話す場は意外にない
ように思われる。そこで、日本人学生の卒論テーマに合わせ、「韓国の学生はどうして英語ができるのですか？」「ど
んなマンガが好きですか？」などをテーマにして話し合った。いちばん最近の 2018 年 11 月
27 日には第５回として「格差・貧困問題を考える」をテーマに、今回は新座の大学院に在籍
する韓国人留学生が発題をした。硬いテーマにもかかわらず、活発な議論ができた。毎回参
加者は 20人前後と多くはないが、朝鮮語を学習する学生も未履修の学生もいて、留学生と話
す機会があまりないという学生たちが集まることで意味のある場になっているのではないか
と思う。なお、新座キャンパスでは朝鮮語教育研究室のバックアップで週に１回、韓国人留
学生とランチタイムに対話をする会も日常的に行なっている。より日常的で開かれた場を通
じて、日韓が一層近くなり、言葉を身に付ける学生が増えるように努力していきたい。

2018 年度企画ポスター

2018 年度企画ポスター

2018 年度企画ポスター

主催：立教大学全学共通カリキュラム運営センター／中国語教育研究室

言語 継続学習促進企画「世界を知ろう！」（中国語）

「万家灯火－ボクが見た中国・結婚事情」
上映と監督関強氏の講演

フジテレビのドキュメンタリー番組
「ボクが見た中国」シリーズのディレクター

関強氏

対談者・本学兼任講師 秋山珠子氏

ボクは日本でたくさん友達ができた。
でも本当は、皆中国のこと、好きではないでしょう？

そしてあまり知らないでしょう？
そんな日本の友達にボクの見た中国を見てもらいたくなりました。
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この映画は、ただの料理人の	

お話ではありません。	食の力

で変革を遂げる、	ひとつの国

の物語なのです。（上映79分）	
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ガストン・アクリオ 料理人 

新座 2018 年 10 月 11 日（木）16:40	N232 教室	

池袋 2018 年 10 月 12 日（金）18:30	1202 教室	

無料 無料

入場 

全学共通科⽬/全学共通 

世界を知ろう! 
スペイン語映画上映会 

¡Un viaje por Perú a 
través de su gastronomía! 

カリキュラム⾔語B連続企画 

主催：全学共通カリキュラム運営センター/スペイン語教育研究室 
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各言語の取り組み紹介

　ドイツ語
ドイツ語教育研究室主任　新野 守広

　多くの移民・難民を迎えた 21世紀のヨーロッパは日々刻々変化しています。EUを担ってきたドイツも、今、変貌
の時を迎えています。こうしたドイツの生の姿を学生に伝えるために、2016 年度と 2017 年度にそれぞれ以下の映
画の上映会を行いました。
・2016 年度『善き人のためのソナタ』
1989 年にベルリンの壁が崩壊し、東西に分断されていたドイツは再び一つになりましたが、分断の傷跡は今でも多
くの人々の心に残っています。冷戦時代の東ドイツでの諜報活動の実態を描いた 2006 年の本映画は、ドイツのみ
ならず、世界中の人々の心を打ち、第 79回アカデミー賞外国語映画賞を受賞しました。
・2017 年度『辛口ソースのハンス一丁』
世代交代の進むトルコ系移民の若い世代が、恋愛・家族・キャリアなどの人生のステップご
とに直面するドイツ社会での生きづらさや複雑さをコメディ・タッチで描いた 2013 年の本
映画は、複数の文化を生きる人々の豊かさを訴えました。
　ドイツ語圏の国々の等身大の姿を伝えられるように、今後も素敵な作品を紹介していこう
と考えています。

　フランス語
フランス語教育研究室主任　石川 文也

　フランスは、映画誕生にかかわった重要な国のひとつです。いまから約 120 年前に、現在の映画の撮影機・映写機
の原型となる「シネマトグラフ」を開発し、世界初ともいわれる映画館での上映をおこなったのはフランス人のリュ
ミエール兄弟です。その後、映画は芸術として確固たる地位を築き上げ、「第七芸術」と呼ばれるようになりました。
映画は、現在でも、フランス文化を代表する重要な芸術のひとつです。フランス語教育研究室では、そのようにフラ
ンス文化の代名詞といえる映画の中から、これまでに、日本でも人気の高かった以下の映画を選び、上映会を企画・
実施してきました。
・2016 年度：「屋根裏部屋のマリアたち」（監督：フィリップ・ル　ゲイ 2010 年、セザール賞助演女優賞受賞）
・2017 年度：「パリ 20区、僕たちのクラス」（監督：ロラン・カンテ、2008 年、第 61回カンヌ国際映画祭パルム・
ドール受賞）
・2018 年度：「ル・アーブルの靴磨き」（監督：カウリス・マキ、2012 年、第 64回カンヌ国際映画祭コンペティショ
ン部門プレミア上映）
　これらは、フランス社会の光と影を浮き彫りにした作品、あるいは人間関係をフランス独特
のシニカルなタッチで、ユーモアを交えて映し出した作品です。上映会参加者のみなさんから
もこれらの映画の上映を高く評価してもらっています。そのような映画の上映が、フランス語
圏の社会をよりよく知り、またフランス語履修者の継続学習の切っ掛けとなるものと考えてお
り、今後も同様に、素晴らしい作品を紹介していく予定です。

2017 年度企画ポスター

2018 年度企画ポスター

全学共通科目／全学共通カリキュラム言語Ｂ連続企画 

世界を知ろう！～フランス映画上映会～ 

 

『ル・アーブルの靴みがき』 
12 月 5日（水） 17：00～19：30 

※池袋・新座同時上映！※ 学生・教職員対象 

池袋：5号館 3階 5301 教室／新座：2号館 2階 N222 教室 

原題：Le Havre／アキ・カウリスマキ監督 

第 64 回カンヌ国際映画祭のコンペティション部門

でプレミア上映され、FIPRESCI（国際映画批評家連

盟）賞を獲得した作品。母親のいるロンドンに行こ

うしてフランスの港町ル・アーブルにたどり着いた

ガボン出身の密入国の少年と、その少年と出会い、

その少年を警察から守ろうとする、普段はベトナム

移民と一緒に靴磨きをして生計を立てているフラ

ンス人の初老の男性との人間関係を描いた物語。 

©Sputnik Oy

photographer: Marja-Leena Hukkanen 
           主催：立教大学全学共通カリキュラム運営センター／フランス語教育研究室 

11月16日（木）17：00 新座8号館N854教室

11月21日（火）17：00 池袋11号館AB01教室

渋谷哲也氏（ドイツ映画研究・本作字幕）ムービートーク（21日のみ）
観覧無料 主催 全学共通カリキュラム運営センター／ドイツ語教育研究室

原作　ハティジェ・アキュン “Einmal Hans mit scharfer Soße”（2005）／監督　ブケット・アラクシュ／脚本　ルート・トーマ／音楽　アリー・N・アスキン／
カメラ　ユタ・ポールマン／出演　イディル・ユーナー，アドナン・マラル，シール・エロール，セセデ・テルツィアンほか
2013 年ドイツ／ドイツ語（一部トルコ語）音声・日本語字幕／96分　© 2013 Wüste Medien/NDR
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一体的に展開される 2つの科目
　「やさしい日本語」を鍵とした 2 つの科目の設置にはもう一つ特徴があります。それは「多文化共生社会と大学」

と、「多文化共生社会と日本」とが一体的な授業として展開されるということです。

　本学が描く「専門性に立つグローバル教養人」には、変革力（人、情報、文化、価値観などが国境を越えて流

動化している社会に柔軟に対応し、新しい仕組みを生み出していく力）、共感力・協働力（豊かなコミュニケーショ

ン力を基礎とし、異なる文化・習慣を持つ人々と共に課題を解決していく力）、思考力（環境問題、民族・宗教

紛争などの地球規模の困難な課題に正面から向き合い問題の本質を理論的に解明する力）が備わっています。よ

く見て、考えることができるだけでなく、協働し、変革を起こすための姿勢や行動が備わった人物像です。

　 2 つの科目を一体的に運営することで、教室に言語の調整が必要となる設定が生まれ、履修学生は「やさしい

日本語」の実践を繰り返します。そして「やさしい日本語」の利便性、可能性、そして課題を感じながら、本学

で学ぶ意義を考え、多文化共生社会についての議論を深める中で、多様な人とつながり、学び、生きていくため

の姿勢や行動力を身に付けます。

　この科目の案内は、各学部の履修要項で確認できます。キャンパスにある国際的な環境を十分に生かした、特

徴ある科目の一つになりますので、ぜひ学生たちに履修を促していただければと思います。

　日本語教育センターは、年に 1回、日本語教育センターシンポジウムを開催しています。2 0 2 1年度は外国語

教育研究センターとの共催で、「グローバル化時代の言語教育を考える−グローバル・コンピテンス育成の視点

から−」というテーマを取り上げました。言語教育がグローバル・コンピテンスの育成にどのように貢献してい

るか、また本学の言語教育でどのような実践がなされ、今後どのような発展の可能性があるかを議論しました。

今回ご紹介した「やさしい日本語」関連科目も言語教育の一部に位置付けて説明し、議論を深めました。当日の

様子は下記の文献リストに挙げた報告冊子でご覧いただけます。本学学術リポジトリからもアクセスできますの

で、よろしければお読みください。

参考：

・�東京都オリンピック・パラリンピック準備局「「やさしい日本語」について」『多言語対応協議会ポータルサイト』

（2 0 1 4）

　https://www.2020games.metro.tokyo.lg.jp/multilingual/references/easyjpn.html

・�日本放送協会「「やさしい日本語」を知っていますか。国がはじめて調査」（2 0 2 0）

　https://www3.nhk.or.jp/news/easy/k10012634981000/k10012634981000.html

・�弘前大学人文学部社会言語学研究室　減災のための「やさしい日本語」研究会「「やさしい日本語」が外国人

被災者の命を救います」（2 0 1 6）

　https://www.2020games.metro.tokyo.lg.jp/multilingual/references/pdf/160705forum/a-6.pdf

・�文化庁「令和元年度「国語に関する世論調査」の結果の概要」（2 0 2 0）

　https://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/hodohappyo/pdf/92531901_01.pdf

・�立教大学「育成する人材像」『Rikkyo Grobal 2 4』（2 0 1 4）

　https://www.rikkyo.ac.jp/global24/talent/

・�立教大学日本語教育センター「新しい日本語教育を考える　No. 1 1　グローバル化時代の言語教育を考える−

グローバル・コンピテンス育成の視点から−」（2 0 2 2）

　�https://rikkyo.repo.nii.ac.jp/index.php?action=pages_view_main
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1989 年にベルリンの壁が崩壊し、東西に分断されていたドイツは再び一つになりましたが、分断の傷跡は今でも多
くの人々の心に残っています。冷戦時代の東ドイツでの諜報活動の実態を描いた 2006 年の本映画は、ドイツのみ
ならず、世界中の人々の心を打ち、第 79回アカデミー賞外国語映画賞を受賞しました。
・2017 年度『辛口ソースのハンス一丁』
世代交代の進むトルコ系移民の若い世代が、恋愛・家族・キャリアなどの人生のステップご
とに直面するドイツ社会での生きづらさや複雑さをコメディ・タッチで描いた 2013 年の本
映画は、複数の文化を生きる人々の豊かさを訴えました。
　ドイツ語圏の国々の等身大の姿を伝えられるように、今後も素敵な作品を紹介していこう
と考えています。

　フランス語
フランス語教育研究室主任　石川 文也

　フランスは、映画誕生にかかわった重要な国のひとつです。いまから約 120 年前に、現在の映画の撮影機・映写機
の原型となる「シネマトグラフ」を開発し、世界初ともいわれる映画館での上映をおこなったのはフランス人のリュ
ミエール兄弟です。その後、映画は芸術として確固たる地位を築き上げ、「第七芸術」と呼ばれるようになりました。
映画は、現在でも、フランス文化を代表する重要な芸術のひとつです。フランス語教育研究室では、そのようにフラ
ンス文化の代名詞といえる映画の中から、これまでに、日本でも人気の高かった以下の映画を選び、上映会を企画・
実施してきました。
・2016 年度：「屋根裏部屋のマリアたち」（監督：フィリップ・ル　ゲイ 2010 年、セザール賞助演女優賞受賞）
・2017 年度：「パリ 20区、僕たちのクラス」（監督：ロラン・カンテ、2008 年、第 61回カンヌ国際映画祭パルム・
ドール受賞）
・2018 年度：「ル・アーブルの靴磨き」（監督：カウリス・マキ、2012 年、第 64回カンヌ国際映画祭コンペティショ
ン部門プレミア上映）
　これらは、フランス社会の光と影を浮き彫りにした作品、あるいは人間関係をフランス独特
のシニカルなタッチで、ユーモアを交えて映し出した作品です。上映会参加者のみなさんから
もこれらの映画の上映を高く評価してもらっています。そのような映画の上映が、フランス語
圏の社会をよりよく知り、またフランス語履修者の継続学習の切っ掛けとなるものと考えてお
り、今後も同様に、素晴らしい作品を紹介していく予定です。

2017 年度企画ポスター

2018 年度企画ポスター

全学共通科目／全学共通カリキュラム言語Ｂ連続企画 

世界を知ろう！～フランス映画上映会～ 

 

『ル・アーブルの靴みがき』 
12 月 5日（水） 17：00～19：30 

※池袋・新座同時上映！※ 学生・教職員対象 

池袋：5号館 3階 5301 教室／新座：2号館 2階 N222 教室 

原題：Le Havre／アキ・カウリスマキ監督 

第 64 回カンヌ国際映画祭のコンペティション部門

でプレミア上映され、FIPRESCI（国際映画批評家連

盟）賞を獲得した作品。母親のいるロンドンに行こ

うしてフランスの港町ル・アーブルにたどり着いた

ガボン出身の密入国の少年と、その少年と出会い、

その少年を警察から守ろうとする、普段はベトナム

移民と一緒に靴磨きをして生計を立てているフラ

ンス人の初老の男性との人間関係を描いた物語。 

©Sputnik Oy

photographer: Marja-Leena Hukkanen 
           主催：立教大学全学共通カリキュラム運営センター／フランス語教育研究室 

11月16日（木）17：00 新座8号館N854教室

11月21日（火）17：00 池袋11号館AB01教室

渋谷哲也氏（ドイツ映画研究・本作字幕）ムービートーク（21日のみ）
観覧無料 主催 全学共通カリキュラム運営センター／ドイツ語教育研究室

原作　ハティジェ・アキュン “Einmal Hans mit scharfer Soße”（2005）／監督　ブケット・アラクシュ／脚本　ルート・トーマ／音楽　アリー・N・アスキン／
カメラ　ユタ・ポールマン／出演　イディル・ユーナー，アドナン・マラル，シール・エロール，セセデ・テルツィアンほか
2013 年ドイツ／ドイツ語（一部トルコ語）音声・日本語字幕／96分　© 2013 Wüste Medien/NDR
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２０２１年度　全学共通カリキュラム運営センターの主な活動

①英語教育研究室
　・ 4 月 2 日（金）春学期FDセミナー *
　・ 9 月 4 日（土）秋学期FDセミナー *
　・�9 月3 0日（木）～1 1月3 0日（火）� �

英語自由科目カリキュラムアンケート実施*
　・�英語力伸長度測定テスト（TOEIC IP）実施*� �

1 年次対象：春学期（プレイスメントテスト）4 月
1 日（木）、秋学期　1 2月1 7日（金）～2 8日（火）�
2 ～ 4 年次対象：春学期　 4 月 3 日（土）～1 1日

（日）、秋学期　1 2月 4 日（土）～ 7 日（火）� �
全学年対象：春学期　 6 月 5 日（土）～ 8 日（火）、
秋学期　1 0月1 6日（土）～1 9日（火）

②ドイツ語教育研究室
　・ 7 月2 8日（水）春学期担当者連絡会*
　・ 2 月2 5日（金）秋学期担当者連絡会*
③フランス語教育研究室
　・ 7 月 2 日（金）春学期担当者連絡会*
　・1 2月1 1日（土）秋学期担当者連絡会*
④スペイン語教育研究室
　・�4月6日（火）・7月2 8日（水）春学期担当者連絡会*
　・�1 2月1 7日（金）・ 1 月2 9日（土）・ 2 月2 8日（月）

秋学期担当者連絡会*
⑤中国語教育研究室
　・ 5 月 1 日（土）春学期担当者連絡会*
　・ 9 月1 8日（土）秋学期担当者連絡会*
⑥朝鮮語教育研究室
　・ 7 月2 8日（水）春学期担当者連絡会*
　・ 2 月 3 日（木）秋学期担当者連絡会*
⑦諸言語教育研究室
　・1 2月1 3日（月）ロシア語担当者連絡会*

・ 4 月 6 日（火）スポーツ実習科目担当者連絡会*
・�7 月3 0日（金）2 0 2 1年度第 2 回総合系科目担当者

連絡会*
・�3 月1 1日（金）2 0 2 2年度第 1 回総合系科目担当者

連絡会*

【2 0 2 0年度「学生による授業評価アンケート」関連】
　・�2 0 2 0年度「学生による授業評価アンケート」学部

等総評の作成
【2 0 2 1年度「学生による授業評価アンケート」関連】
　・�2 0 2 1年度「学生による授業評価アンケート」*� �

言語系科目実施科目数：春学期6 5 0科目、秋学期
6 8 8科目、計1 3 3 8科目� �
総合系科目実施科目数：春学期2 0 9科目、秋学期
1 4 2科目、計3 5 1科目

　・�スポーツ実習「授業評価アンケート」実施*

テーマ：�データサイエンス教育の現状と展望� �
―Society 5 . 0の時代に向けて―

日　時：2 0 2 1年1 1月2 6日（金）オンライン開催
プログラム：
◆講師：
　山口 和範 氏（�立教大学経営学部教授／社会情報教育

研究センター統計教育部会リーダー）
　村上 祐子 氏（�立教大学人工知能科学研究科・文学部

教授）
◆コメンテーター：
　井川 充雄（�立教大学社会学部教授／全カリ運営セン

ター部長）
◆司会
　石渡 貴之（�立教大学コミュニティ福祉学部教授／全

カリ運営センター総合系科目構想・運営
チームメンバー）

＊�本シンポジウム筆録は「大学教育研究フォーラム」
第2 7号（2 0 2 2年 3 月発行予定）に掲載

＜言語系科目構想・運営チーム＞

＜総合系科目構想・運営チーム＞

＜授業評価アンケート関連＞

＜シンポジウム＞
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